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INDEX&入学試験教科・科目等一覧

2026年度入試　奨学生入試・Ａ日程　試験教科・科目等一覧
東京工科大学では、学部・学科・専攻を３つのグループ（A・B・C）に分け、グループごとに選択教科・科目・出題範
囲を設定しています。同じグループ内であれば、追加の入学検定料不要で、複数の学部・学科・専攻を併願すること
ができます。

入試区分 グループ／学部等 試験教科 試験科目 配点 試験時間等 実施日

奨
学
生
入
試
・
Ａ
日
程

グ
ル
ー
プ
Ａ

コンピュータサイエンス学部
　コンピュータサイエンス学科
　　先進情報専攻

工学部
　機械工学科
　電気電子工学科
※グループ内すべての学科・専攻の併願可

英語
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ

100点

150分

受験時に
３教科選択

【奨学生入試】
１月27日

【Ａ日程】
２月７日
２月８日
２月９日
２月10日
試験日
自由選択制

数学 数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（「数列」）、数学Ⅲ、数学Ｃ（「ベ
クトル」「平面上の曲線と複素数平面」） 100点

理科 『物理基礎・物理』、『化学基礎・化学』、『生物基礎・生物』から
１科目 100点

国語 現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く） 100点

グ
ル
ー
プ
Ｂ

コンピュータサイエンス学部
　コンピュータサイエンス学科
　　社会情報専攻

メディア学部
　メディア学科

工学部
　応用化学科

応用生物学部
　応用生物学科

デザイン学部
　デザイン学科

医療保健学部
　臨床工学科
　臨床検査学科
※グループ内すべての学科・専攻の併願可

英語
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ

100点

150分

受験時に
３教科選択

数学 数学Ⅰ、数学Ａ、数学Ⅱ、数学Ｂ（「数列」）、数学Ｃ（「ベクトル」）100点

理科 『物理基礎・物理』、『化学基礎・化学』、『生物基礎・生物』から
１科目 100点

国語 現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く） 100点

グ
ル
ー
プ
Ｃ

医療保健学部
　看護学科
　リハビリテーション学科
　　理学療法学専攻
　　作業療法学専攻
　　言語聴覚学専攻
※グループ内すべての学科・専攻の併願可

英語
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ

100点

150分

受験時に
３教科選択

数学 数学Ⅰ、数学Ａ 100点

理科 『物理基礎・物理』、『化学基礎・化学』、『生物基礎・生物』から
１科目 100点

国語 現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く） 100点

※マークシート方式

2027年度入試の試験教科・科目等の詳細は
募集要項で必ず確認してください。
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入
学
試
験
問
題

全グループ英語 奨学生入試
1 月 27 日実施

著作権の都合により掲載しておりません

著作権の都合により掲載しておりません



― 3 ―



― 4 ―

題
問
験
試
学
入

（Adapted from Peter Singer, ）

全グループ英語 A日程
2月 10日実施

著作権の都合により掲載しておりません

著作権の都合により掲載しておりません
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入
学
試
験
問
題

グループＡ［ コンピュータサイエンス学部 コンピュータサイエンス学科 先進情報専攻・
工学部（機械工学科・電気電子工学科） ］数学 奨学生入試

1 月 27 日実施
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グループＡ［ コンピュータサイエンス学部 コンピュータサイエンス学科 先進情報専攻・
工学部（機械工学科・電気電子工学科） ］数学 A 日程

2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

グループＢ［ コンピュータサイエンス学部 コンピュータサイエンス学科 社会情報専攻・メディア学部 メディア学科・工学部 応用化学科・
応用生物学部 応用生物学科・デザイン学部 デザイン学科・医療保健学部（臨床工学科・臨床検査学科） ］数学 奨学生入試

1 月 27 日実施
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グループＢ［ コンピュータサイエンス学部 コンピュータサイエンス学科 社会情報専攻・メディア学部 メディア学科・工学部 応用化学科・
応用生物学部 応用生物学科・デザイン学部 デザイン学科・医療保健学部（臨床工学科・臨床検査学科） ］数学 Ａ日程

2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

グループＣ［医療保健学部
（看護学科・リハビリテーション学科〔理学療法学専攻・作業療法学専攻・言語聴覚学専攻〕）］数学 奨学生入試

1 月 27 日実施
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グループＣ［医療保健学部
（看護学科・リハビリテーション学科〔理学療法学専攻・作業療法学専攻・言語聴覚学専攻〕）］数学 A 日程

2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ物理 奨学生入試
1 月 27 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ物理 A 日程
2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ物理 A 日程
2 月 9 日実施
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全グループ化学 奨学生入試
1 月 27 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ化学 奨学生入試
1 月 27 日実施
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入
学
試
験
問
題

エ
ネ
ル
ギ
ー

全グループ化学 奨学生入試
1 月 27 日実施
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全グループ化学 A 日程
2 月 7 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ化学 A 日程
2 月 7 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ生物 奨学生入試
1 月 27 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ生物 奨学生入試
1 月 27 日実施
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入
学
試
験
問
題

乳酸

全グループ生物 奨学生入試
1 月 27 日実施
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全グループ生物 A 日程
2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ生物 A 日程
2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

抗
体
の
産
生
量
（
相
対
値
）

日数

抗
体
の
産
生
量
（
相
対
値
）

日数

抗
体
の
産
生
量
（
相
対
値
）

日数

抗
体
の
産
生
量
（
相
対
値
）

日数

抗
体
の
産
生
量
（
相
対
値
）

日数

全グループ生物 A 日程
2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

全グループ生物 A 日程
2 月 9 日実施
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入
学
試
験
問
題

国
語
の
問
題
は
46
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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全グループ 国語A日程
2月 8日実施

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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題
問
験
試
学
入

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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全グループ 国語A 日程
2 月 8 日実施
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題
問
験
試
学
入

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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全グループ 国語A日程
2月 8日実施

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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入
学
試
験
問
題
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全グループ 国語奨学生入試
1月 27日実施

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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題
問
験
試
学
入

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
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全グループ 国語奨学生入試
1月 27日実施

ん
せ
ま
り
お
て
し
載
掲
り
よ
に
合
都
の
権
作
著

ん
せ
ま
り
お
て
し
載
掲
り
よ
に
合
都
の
権
作
著

ん
せ
ま
り
お
て
し
載
掲
り
よ
に
合
都
の
権
作
著
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題
問
験
試
学
入

全グループ 国語奨学生入試
1月 27日実施

ん
せ
ま
り
お
て
し
載
掲
り
よ
に
合
都
の
権
作
著

ん
せ
ま
り
お
て
し
載
掲
り
よ
に
合
都
の
権
作
著



学習アドバイス
●出題分野・テーマ
●解答
●出題傾向
●学習対策
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学
習
ア
ド
バ
イ
ス

【出題分野・テーマ】

【解答】 P2 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P4 掲載／A 日程 （2 月 10 日実施）

英語

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1 長文読解「米国における宿題の役割の変遷」（内容理解選択、内容一致選択） 標準
2 語彙

い

・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

Ａ日程
1日目

2月7日

1 長文読解「グリニッジ平均時と時差」（内容一致選択完成、内容理解選択） 標準
2 語彙・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1 長文読解「問題解決を導く楽観主義」（内容一致選択完成、内容理解選択） やや難
2 語彙・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1 長文読解「アフリカの人口増加が引き起こすこと」（内容理解選択、内容一致選択） 標準
2 語彙・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

Ａ日程
4日目

2月10日

1 長文読解「メルボルン市民の幸福感を上げる取り組み」（内容一致選択完成、内容
理解選択） 標準

2 語彙・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

Ｂ日程
2月28日

1 長文読解「脳と自筆エッセイの関連についての研究」（内容一致選択完成） 標準
2 語彙・文法・語法（４肢選択） 標準
3 語句整序（和英対照、不要語なしで５語（句）） 標準
4 会話問題（対話中の空所補充、４肢選択） 標準

1 ア イ ウ エ オ
② ③ ④ ③ ④

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
④ ② ④ ① ③ ① ① ② ③ ②

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク
① ② ① ④ ④ ① ⑤ ①

4 ア イ ウ
② ① ③

1 ア イ ウ エ オ
③ ② ① ① ③

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
① ① ② ① ① ③ ④ ④ ① ③

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク
① ② ② ① ① ② ⑤ ④

4 ア イ ウ
② ④ ②

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］
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 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］

　全日程通じて、1長文読解問題（５問）、2語彙・文法・語

法問題（10問）、3整序英作文問題（４問）、4会話文問題の大

問（３問）の大問４題で構成されており、読解力と語彙・文法

などを含む英語表現に関する知識を総合的に出題している。

　1の長文読解問題は、500語程度の文章を読み、その内容

の理解を問う出題となっている。設問は、「細部まで本文を

理解できているか」を問う問題が多いが、文章全体の理解を

問う出題もされている。日程により設問の形式は多少異なる

ものの、紛らわしい選択肢は少ないため、文章を正しく読め

ていれば正答できる。文章は論説文または説明文が採用され

ており、出題テーマは、理系的、文系的、時事的なことなど

幅広く出題されている。奨学生入試、一般入試ともに、難度

が高い語（句）には語注が付され、分量・難易度は適切に調整

されている。

　2の語彙・文法・語法問題は、語彙に関する知識、文法や

語彙・語法に関する知識を問うもの、文脈を踏まえて解答す

ることを求めるもの、よく使われるイディオムなどが出題さ

れている。全日程において文法に関する基本的な知識を問う

設問が多く、標準レベルの問題となっている。

　3の整序英作文問題は、日本文が自然な日本語で書かれて

おり、日本語から英語に逐語的に置き換えようとすると英文

を組み立てることが難しい問題もある。英文法の理解、英語

表現に関する知識だけでなく、日本文の内容を正確に捉える

力も必要とされる。

　4の会話文問題は、会話特有の表現だけでなく、会話の内

容や文脈を読み取ることを求める問題も出題されている。会

話文は日常生活に関するやりとりとなっており、二者が置か

れている状況や設定を正しくつかむことが大切である。

　学校の授業で使用されている教材を十分に復習することか

ら始めよう。語彙・文法ともに、検定教科書レベルを超えた

知識は求められていないので、日ごろから予習・復習を行う

ことが重要となる。教科書に出てくる知らない表現は辞書を

使って調べ、文法参考書を使用しながら文構造を正しく捉え

る練習から始めてみよう。調べ学習をした後は、文構造を意

識しながら繰り返し音読し、語彙や文法を身に付けよう。

　英文を読むのが苦手な人は、英語検定準２級レベルの読解

問題から取り組み、その後、２級レベルの読解演習問題に挑

戦しよう。（インターネットで閲覧できる）英字新聞に目を通

すこともおすすめする。英文を読む練習になるだけでなく、

日ごろから様々なテーマに関する幅広い知識を得ることで長

文対策となる。時事的な内容が出題されることが多いので、

頻繁に話題になることについて書かれた記事を読んでみよ

う。意味が捉えにくい箇所は精読や和訳をして、受験に必要

な語彙を身に付け、文法事項を確認しよう。

　語彙は、標準レベルの単語帳を毎日使用して身に付けよう。

単語は一度触れただけでは身に付けることが難しいので、繰

り返し目を通し、音読しよう。単語だけでなく、例文と音声

がついている単語集を選んで、見る・読むだけでなく、繰り

返し聴き、さらに単語や例文をシャドウイングすると効果的

に身に付くであろう。

　文法は、入試基礎～標準レベルの問題集に一通り取り組み、

基本的な知識を身に付けよう。選択式の問題に取り組む場合

は正解を選ぶだけではなく、なぜ他の選択肢が間違いなのか

を考えてみよう。そうすることで、文法が正しく理解できて

いるかどうかが分かる。もし「なぜ」が分からなかった時は弱

点克服のチャンスなので、文法参考書で確認して正しい文法

知識を身に付けよう。文法学習は、語彙と同様に、英語学習

の柱であり、整序英作文問題や長文読解問題対策にもなる。

　会話文問題の対策については、英文法・語法問題集などに

含まれる会話問題に取り組み、会話表現を覚えよう。また、

大学入学共通テストのリスニングの過去問や模試に取り組ん

だ後に放送文のスクリプトを読んで、会話の流れを捉える練

習をしつつ会話表現を身に付けよう。

　全日程の出題形式がほぼ同じなので、入試対策として過去

問が活用できる。試験時間内に解き終える練習をして、間違

えた箇所を確認し、苦手分野があれば補強して本番に備えよ

う。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P6 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P7 掲載／A 日程 （2 月 9 日実施）

数学

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードと硬貨の確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ｂ　数列（等差数列、階差数列）
　　　　　⑶数学Ｃ　平面上の曲線（極方程式）

標準
やや易
やや易

2 数学Ｃ　平面上のベクトル（内積、正弦の値、面積） 標準
3 数学Ⅲ　微分法と積分法（導関数、最小値、面積） 標準

Ａ日程
1日目

2月7日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（平均値、標準偏差）
　　　　　⑵数学Ⅱ　指数関数・微分法（最小値）
　　　　　⑶数学Ｃ　複素数平面（絶対値、偏角、面積）

標準
やや易
標準

2 数学Ⅱ　図形と方程式・三角関数（面積、距離、最小値）
数学Ｃ　平面上のベクトル（ベクトルの大きさ、内積） 標準

3 数学Ⅲ　微分法と積分法（導関数、接線、面積、体積） 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（くじ引きの確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ｂ　数列（一般項の決定）
　　　　　⑶数学Ｃ　複素数平面（回転、偏角）

やや易
やや易
標準

2 数学Ｃ　空間のベクトル（内積、位置ベクトル、最小値） 標準
3 数学Ⅲ　微分法と積分法（導関数、極値、接線、面積） 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1
小問集合　⑴数学Ａ　場合の数（順列）
　　　　　⑵数学Ⅱ　三角関数（三角方程式、解の個数）
　　　　　⑶数学Ｃ　複素数平面（ド・モアブルの定理）

易
標準
やや易

2 数学Ｃ　平面上のベクトル（内積、位置ベクトル、線分比） 標準
3 数学Ⅲ　微分法と積分法（導関数、最小値、定積分） 標準

Ａ日程
4日目

2月10日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（四分位数、平均値）
　　　　　⑵数学Ｃ　空間のベクトル（内積、共面条件）
　　　　　⑶数学Ｃ　複素数平面（複素数と図形）

易
標準
標準

2 数学Ｂ　数列（漸化式、数列の和、指数・対数関数との融合） 標準
3 数学Ⅲ　微分法と積分法（接線、定積分、体積、曲線の長さ） 標準

Ｂ日程
2月28日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードの取り出しの確率）
　　　　　⑵数学Ⅱ　対数関数（対数不等式）
　　　　　⑶数学Ｃ　複素数平面（複素数と図形、面積）

標準
やや易
やや易

2 数学Ｃ　空間のベクトル（内積、面積、体積、垂線の長さ） 標準
3 数学Ⅲ　微分法と積分法（共通接線、定積分、体積） 標準

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
１ ７ ２ ４ ３ ８ １ ２ ４ ３ ２ ２ ６ ２ ５ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ
７ ６ ７ ４ １ ５ ８ １ ０ ４ ２ ６ １ ５ ２

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ
２ ２ ３ ３ ２ ７ ９ ６ ２ ４ ８ ３ ９ ２ １ ６ ２

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
７ ２ ０ １ ４ ４ ０ １ ３ ５ ３ ０ １ ９ ８ １ ７ ８ １ ６ ２ ４ １ ５

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ
７ ３ ２ １ ３ １ ３ １ ６ ３ ３ １ ２ １ ２ ９ ２

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
７ ２ ７ ３ ３ ３ ３ １ ０ ６ ３ １ ５ ２ ２ ７ ３ ２ ０ ３ １ ９ ３ ２

 グループＡ［奨学生入試・A日程・B日程］
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 グループＡ［奨学生入試・A日程・B日程］

　出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂ（「数列」）・Ｃ（「ベクト

ル」「平面上の曲線と複素数平面」）であり、出題形式はマーク

シート方式による穴埋め型である。試験時間は他の選択教科

と合わせた３教科を150分で解答する形であり、平均的に考

えると数学の解答時間は50分である。例年大問３題からなる

問題構成で、1が３問からなる小問集合、2と3はあるテー

マについて設問に答える形になっている。

　様々な単元からの出題となっているが、「場合の数と確率

（数学Ａ）」、「ベクトル（数学Ｃ）」、「複素数平面（数学Ｃ）」、「微

分法と積分法（数学Ⅲ）」が頻出である。特に2026年度は3が

すべて「微分法と積分法（数学Ⅲ）」からの出題となっており、

東京工科大学入試における最重要単元であると言える。

　問題の難易度については、1は入試基礎～標準レベルであ

るが、日程によっては思考力が問われる問題や工夫が必要と

なる問題も出題されている。2と3は入試標準レベルの問題

であるが、丁寧に誘導されているものも多く、問題の流れに

沿って解くことが重要である。

　全体として難問や公式を当てはめるだけのような出題は少

なく、設問の条件を整理して正解までの道筋を考えていくよ

うな問題が多い。また、計算量が多い問題もあり、時間配分

には注意が必要である。

　試験全体としては日頃の勉強の姿勢が問われる良問が多い

が、試験時間が50分と短いので一つの問題に手間取ってしま

うと、すべての問題に手をつける前に試験時間が終わってし

まう可能性がある。

　各日程、様々な単元から出題されているので、まずは全出

題範囲の典型問題の解法をマスターすることから始めよう。

教科書の例題や教科書傍用問題集で練習を繰り返すとよいだ

ろう。教科書の章末問題を自力で解けるようになることが一

つの目安である。

　次に、試験時間についての対策をしていこう。試験時間は

他の選択教科と合わせた３教科を150分で解答しなければな

らず、時間との戦いでもある。過去問で時間感覚を身に付け、

計算の工夫などを常に意識するとよいだろう。

　以下、頻出単元の出題傾向を踏まえた学習のポイントを挙

げていくので、参考にしてほしい。

【場合の数と確率（数学Ａ）】

　2026年度は小問集合で出題された。他の単元と比べると思

考力が必要な問題が多く、受験生によって差がつく単元とな

っている。典型問題の解法暗記だけでなく、大学入学共通テ

ストの過去問を演習するなど、状況把握能力と思考力を身に

付けることを意識して勉強するとよいだろう。

【ベクトル（数学Ｃ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。内積、位

置ベクトル、面積などオーソドックスな内容の出題が多いが、

過去にはベクトル方程式など受験生が苦手とするような内容

も出題されている。基礎固めをした後は、入試標準レベルの

問題集で演習を繰り返すようにしよう。

【複素数平面（数学Ｃ）】

　2026年度は小問集合で出題された。単純な計算問題ではな

く、方程式や図形と絡めた問題が多い。教科書の章末問題や

教科書傍用問題集などを用いて基礎を固めた後に、入試用問

題集を用いて演習を積むとよいだろう。

【微分法と積分法（数学Ⅲ）】

　2026年度は全日程の3で出題され、導関数、接線、最大値・

最小値、極値、定積分の計算、面積、体積などオーソドック

スな内容の出題がメインであった。対策として、まずは三角

関数、指数関数、対数関数、無理関数、分数関数など様々な

式の微分・積分の計算を一つずつマスターしよう。特に数学

Ⅲの積分計算は感覚が鈍りやすいので、少しずつでよいので

毎日触れるように習慣づけるとよい。計算のパターンが身に

付いたら、入試標準レベルの問題集などで微分法と積分法の

融合問題にも取り組み、演習を積んでいこう。複雑な計算を

求められる問題が出題された年度もあるので、計算力を磨く

のはもちろんのこと、計算の工夫のパターンも身に付けてお

くこと。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

数学

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードと硬貨の確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ｂ　数列（等差数列、階差数列）
　　　　　⑶数学Ⅱ　図形と方程式（円と直線、接線）

標準
やや易
標準

2 数学Ｃ　平面上のベクトル（内積、正弦の値、面積） 標準
3 数学Ⅱ　微分法と積分法（２つの放物線で囲まれた面積） 標準

Ａ日程
1日目

2月7日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（平均値、標準偏差）
　　　　　⑵数学Ⅱ　指数関数・微分法（最小値）
　　　　　⑶数学Ⅱ　複素数と方程式（高次方程式）

標準
やや易
標準

2 数学Ⅱ　図形と方程式・三角関数（面積、距離、最小値）
数学Ｃ　平面上のベクトル（ベクトルの大きさ、内積） 標準

3 数学Ⅱ　微分法と積分法（直線と放物線で囲まれた面積） 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（くじ引きの確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ｂ　数列（一般項の決定）
　　　　　⑶数学Ⅱ　微分法と積分法（極値、定積分）

やや易
やや易
やや易

2 数学Ｃ　空間のベクトル（内積、位置ベクトル、最小値） 標準
3 数学Ⅱ　図形と方程式・三角関数（２直線のなす角、面積） 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1
小問集合　⑴数学Ａ　場合の数（順列）
　　　　　⑵数学Ⅱ　三角関数（三角方程式、解の個数）
　　　　　⑶数学Ⅱ　複素数と方程式（高次方程式）

易
標準
やや易

2 数学Ｃ　平面上のベクトル（内積、位置ベクトル、線分比） 標準
3 数学Ⅱ　微分法と積分法（接線、極値、面積） 標準

Ａ日程
4日目

2月10日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（四分位数、平均値）
　　　　　⑵数学Ｃ　空間のベクトル（内積、共面条件）
　　　　　⑶数学Ⅱ　微分法と積分法（接線、極値、面積）

易
標準
やや易

2 数学Ｂ　数列（漸化式、数列の和、指数・対数関数との融合） 標準
3 数学Ⅱ　図形と方程式（円と直線、２円の位置関係、面積） 標準

Ｂ日程
2月28日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードの取り出しの確率）
　　　　　⑵数学Ⅱ　対数関数（対数不等式）
　　　　　⑶数学Ⅱ　三角関数（グラフ、三角不等式）

標準
やや易
標準

2 数学Ｃ　空間のベクトル（内積、面積、体積、垂線の長さ） 標準
3 数学Ⅱ　微分法と積分法（極値、最大値・最小値、面積） 標準

【解答】 P8 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P9 掲載／A 日程 （2 月 9 日実施）

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
１ ７ ２ ４ ３ ８ １ ２ ４ ３ ２ ２ ６ ２ ５ ７ １ ０ ２ １ ７ １ ０ ７

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ
７ ６ ７ ４ １ ５ ８ １ ０ ４ ２ ６ １ ５ ２

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
２ ２ ６ １ ８ ３ １ ５ １ ３ ２ １ ２ ２ ８ １ ６ ３ ２ ５ ４ ３

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
７ ２ ０ １ ４ ４ ０ １ ３ ５ ３ ０ １ ９ ８ １ ７ ８ ４ １ ３ ５ ２ ６

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ
７ ３ ２ １ ３ １ ３ １ ６ ３ ３ １ ２ １ ２ ９ ２

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ
９ ２ ６ ０ １ ２ ３ ６ ２ ６ ２ ３ ３ ５ ９ １ ５ ２ １ ８ ７ ３ ２

 グループＢ［奨学生入試・A日程・B日程］
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 グループＢ［奨学生入試・A日程・B日程］

　出題範囲は数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ（「数列」）・Ｃ（「ベクトル」）

であり、出題形式はマークシート方式による穴埋め型である。

試験時間は他の選択教科と合わせた３教科を150分で解答す

る形であり、平均的に考えると数学の解答時間は50分である。

例年大問３題からなる問題構成で、1が３問からなる小問集

合、2と3はあるテーマについて設問に答える形になってい

る。

　様々な単元からの出題となっているが、「場合の数と確率

（数学Ａ）」、「ベクトル（数学Ｃ）」、「図形と方程式（数学Ⅱ）」、

「微分法と積分法（数学Ⅱ）」が頻出である。特に「ベクトル（数

学Ｃ）」と「微分法と積分法（数学Ⅱ）」は大問での出題も多く、

東京工科大学入試における重要単元であると言える。

　問題の難易度については、1は入試基礎～標準レベルであ

るが、日程によっては思考力が問われる問題や工夫が必要と

なる問題も出題されている。2と3は入試標準レベルの問題

であるが、丁寧に誘導されているものも多く、問題の流れに

沿って解くことが重要である。

　全体として難問や公式を当てはめるだけのような出題は少

なく、設問の条件を整理して正解までの道筋を考えていくよ

うな問題が多い。また、計算量が多い問題もあり、時間配分

には注意が必要である。

　試験全体としては日頃の勉強の姿勢が問われる良問が多い

が、試験時間が50分と短いので一つの問題に手間取ってしま

うと、すべての問題に手をつける前に試験時間が終わってし

まう可能性がある。

　各日程、様々な単元から出題されているので、まずは全出

題範囲の典型問題の解法をマスターすることから始めよう。

教科書の例題や教科書傍用問題集で練習を繰り返すとよいだ

ろう。教科書の章末問題を自力で解けるようになることが一

つの目安である。

　次に、試験時間についての対策をしていこう。試験時間は

他の選択教科と合わせた３教科を150分で解答しなければな

らず、時間との戦いでもある。過去問で時間感覚を身に付け、

計算の工夫などを常に意識するとよいだろう。

　以下、頻出単元の出題傾向を踏まえた学習のポイントを挙

げていくので、参考にしてほしい。

【場合の数と確率（数学Ａ）】

　2026年度は小問集合で出題された。他の単元と比べると思

考力が必要な問題が多く、受験生によって差がつく単元とな

っている。典型問題の解法暗記だけでなく、大学入学共通テ

ストの過去問を演習するなど、状況把握能力と思考力を身に

付けることを意識して勉強するとよいだろう。

【ベクトル（数学Ｃ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。内積、位

置ベクトル、面積などオーソドックスな内容の出題が多いが、

過去にはベクトル方程式など受験生が苦手とするような内容

も出題されている。基礎固めをした後は、入試標準レベルの

問題集で演習を繰り返すようにしよう。

【図形と方程式（数学Ⅱ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。公式の運

用はもちろんのこと、図形的な視点が必要な問題やベクトル

（数学Ｃ）との融合問題なども出題されている。教科書や教科

書傍用問題集で典型問題の解法をインプットした後に、大学

入学共通テストの過去問などを利用して様々な問題に触れて

おくとよいだろう。

【微分法と積分法（数学Ⅱ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。テーマと

しては接線、極値、最大値・最小値、面積など典型的な内容

の出題が中心であった。対策としては、教科書などで基本事

項を確認した後、入試用問題集を使って他の単元との融合問

題なども含めて様々なパターンの問題に触れておくとよいだ

ろう。過去には複雑な計算が求められる問題が出題されたこ

ともあったので、計算力に磨きをかけるのはもちろんのこと、

計算の工夫も意識しながら学習していこう。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P10 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P11 掲載／A 日程 （2 月 9 日実施）

数学

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードと硬貨の確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ⅰ　２次関数（２次不等式）
　　　　　⑶数学Ａ　図形の性質（線分比と面積比）

標準
標準
やや易

2 数学Ⅰ　図形と計量（円に内接する四角形） 標準
3 数学Ａ　確率（カードの取り出しの確率、条件付き確率） やや難

Ａ日程
1日目

2月7日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（平均値、標準偏差）
　　　　　⑵数学Ⅰ　図形と計量（余弦定理、面積）
　　　　　⑶数学Ⅰ　集合と命題（空集合、部分集合）

標準
やや易
標準

2 数学Ⅰ　２次関数（２次関数の決定、平行移動） やや易
3 数学Ａ　確率（玉の取り出しの確率、条件付き確率） やや難

Ａ日程
2日目

2月8日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（くじ引きの確率、期待値）
　　　　　⑵数学Ⅰ　２次関数（２次方程式、判別式）
　　　　　⑶数学Ⅰ　集合と命題（共通部分、和集合）

やや易
やや易
標準

2 数学Ⅰ　図形と計量（余弦定理、面積、内接円の半径） 標準
3 数学Ａ　確率（カードの取り出しの確率） 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1
小問集合　⑴数学Ａ　場合の数（順列）
　　　　　⑵数学Ⅰ　図形と計量（空間図形への応用）
　　　　　⑶数学Ⅰ　数と式（絶対値を含む不等式）

易
やや易
標準

2 数学Ⅰ　２次関数（平行移動、２次関数の決定、最小値） 標準
3 数学Ａ　確率（玉の取り出しの確率、条件付き確率） 標準

Ａ日程
4日目

2月10日

1
小問集合　⑴数学Ⅰ　データの分析（四分位数、平均値）
　　　　　⑵数学Ⅰ　２次関数（切り取る線分の長さ）
　　　　　⑶数学Ａ　図形の性質（多面体）

易
やや易
標準

2 数学Ⅰ　図形と計量（余弦定理、正弦定理、面積） 標準
3 数学Ａ　確率（玉の取り出しの確率、条件付き確率） やや難

Ｂ日程
2月28日

1
小問集合　⑴数学Ａ　確率（カードの取り出しの確率）
　　　　　⑵数学Ⅰ　図形と計量（正弦定理、余弦定理）
　　　　　⑶数学Ⅰ　集合と命題（空集合、共通部分）

標準
やや易
標準

2 数学Ⅰ　２次関数（頂点、平行移動、最大値、２次方程式） 標準
3 数学Ａ　確率（さいころの確率、条件付き確率） 標準

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
１ ７ ２ ４ ３ ８ １ ２ ６ ０ ６ ２ １ ９ １ ３ １ １ ４ ５ ５ ４

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
１ ０ ８ ４ ４ ５ １ ０ １ ２ ３ １ ０ ５

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ
１ １ ８ ０ １ １ ２ １ １ ２ ０ １ ８ ４ ５ ９ ４ ２ ０

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
７ ２ ０ １ ４ ４ ０ ６ ３ ２ ９ ４ １ ５ １ ７

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ
２ １ ３ ２ １ １ ２ ４ １ ４ ３ １ ４ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ５ ２ ８ ２ ２

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ
１ ３ １ １ ２ １ １ ２ ４ ３ ８ ８ １ ２ ９ ３ ３ ６ １ ５ ２ ８

 グループＣ［奨学生入試・A日程・B日程］
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 グループＣ［奨学生入試・A日程・B日程］

　出題範囲は数学Ⅰ・Ａであり、出題形式はマークシート方

式による穴埋め型である。試験時間は他の選択教科と合わせ

た３教科を150分で解答する形であり、平均的に考えると数

学の解答時間は50分である。例年大問３題からなる問題構成

で、1が３問からなる小問集合、2と3はあるテーマについ

て設問に答える形になっている。

　出題単元については「集合と命題（数学Ⅰ）」、「２次関数（数

学Ⅰ）」、「図形と計量（数学Ⅰ）」、「場合の数と確率（数学Ａ）」

が頻出である。特に2026年度は3がすべて「場合の数と確率

（数学Ａ）」からの出題となっており、東京工科大学入試にお

ける最重要単元であると言える。

　問題の難易度については、1は入試基礎～標準レベルであ

るが、日程によっては思考力が問われる問題や工夫が必要と

なる問題も出題されている。2と3は入試標準レベルの問題

であるが、丁寧に誘導されているものも多く、問題の流れに

沿って解くことが重要である。

　全体として難問や公式を当てはめるだけのような出題は少

なく、設問の条件を整理して正解までの道筋を考えていくよ

うな問題が多い。また、計算量が多い問題もあり、時間配分

には注意が必要である。

　試験全体としては日頃の勉強の姿勢が問われる良問が多い

が、試験時間が50分と短いので一つの問題に手間取ってしま

うと、すべての問題に手をつける前に試験時間が終わってし

まう可能性がある。

　各日程、様々な単元から出題されているので、まずは全出

題範囲の典型問題の解法をマスターすることから始めよう。

教科書の例題や教科書傍用問題集で練習を繰り返すとよいだ

ろう。教科書の章末問題を自力で解けるようになることが一

つの目安である。出題範囲が数学Ⅰ・Ａのみと広くないので、

間違った問題を一つずつ潰していくことが合格への第一歩と

なる。

　次に、試験時間についての対策をしていこう。試験時間は

他の選択教科と合わせた３教科を150分で解答しなければな

らず、時間との戦いでもある。過去問で時間感覚を身に付け、

計算の工夫などを常に意識するとよいだろう。

　以下、頻出単元の出題傾向を踏まえた学習のポイントを挙

げていくので、参考にしてほしい。

【集合と命題（数学Ⅰ）】

　2026年度は小問集合で出題された。空集合や共通部分、和

集合を考えさせるような思考力を問われる問題が多い。数値

や式変形だけで考えると間違いが起きやすい単元なので、ベ

ン図や数直線を利用してビジュアル的にアプローチすること

を意識して勉強しよう。

【２次関数（数学Ⅰ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。オーソド

ックスな内容の出題が中心だが、計算がやや煩雑になる問題

も見られた。教科書などで典型問題の解法をインプットした

後は、大学入学共通テストの過去問などを使って、様々なパ

ターンの問題に触れておくとよいだろう。

【図形と計量（数学Ⅰ）】

　2026年度は小問集合と大問の両方で出題された。公式を当

てはめれば解けるような問題だけでなく、図形的な処理が必

要な問題や空間図形への応用も出題された。演習の際は公式

の当てはめだけでなく、図形的な視点を持つことも意識する

ようにしよう。

【場合の数と確率（数学Ａ）】

　2026年度は小問集合と全日程の3で出題された最重要単元

である。他の単元と比べると応用的な問題・思考力が必要な

問題が多く、受験生によって差がつく単元でもある。典型問

題の解法暗記だけでなく、大学入学共通テストの過去問を演

習するなどして、状況把握能力と思考力を身に付けることを

意識して勉強するようにしよう。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P12 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P14 掲載／A 日程 （2 月 9 日実施）

物理

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1 力学（非等速円運動、衝突） 標準
2 電磁気（直流回路） 標準

3 ⑴熱（理想気体の定積変化）
⑵波動（進行波）

やや易
やや易

Ａ日程
1日目

2月7日

1 力学（等加速度運動、動摩擦力） 標準
2 電磁気（磁場中を運動するコイル、電磁誘導） 標準

3 ⑴熱（理想気体の状態変化）
⑵波動（ドップラー効果、うなり）

やや易
やや易

Ａ日程
2日目

2月8日

1 力学（斜面上での単振動） 標準
2 電磁気（電磁場中での荷電粒子の運動） 標準

3 ⑴熱（気体の混合）
⑵波動（レンズ）

やや易
易

Ａ日程
3日目

2月9日

1 力学（衝突、放物運動） 標準
2 電磁気（平行板コンデンサー、金属板の挿入） 標準

3 ⑴熱（熱量の保存）
⑵波動（光の屈折）

易
やや易

Ａ日程
4日目

2月10日

1 力学（非等速円運動） 標準
2 電磁気（ＲＣ直流回路） 標準

3 ⑴熱（気体の混合）
⑵波動（気柱の共鳴）

やや易
やや易

Ｂ日程
2月28日

1 力学（動摩擦力、放物運動、衝突） 標準
2 電磁気（磁場中での荷電粒子の運動） 標準

3 ⑴熱（熱サイクル）
⑵波動（弦の固有振動）

やや易
やや易

1 ア イ ウ エ オ カ キ
⓪ ⑥ ⑧ ⑤ ⑨ ① ⑦

2 ア イ ウ エ オ カ
⑨ ⑤ ① ② ④ ⑤

3 ア イ ウ エ
⓪ ③ ④ ⓪

1 ア イ ウ エ オ カ キ
① ② ③ ⑨ ② ⑤ ⑧

2 ア イ ウ エ オ カ キ
⑨ ⓐ ⑤ ⑤ ⑥ ⓑ ⑤

3 ア イ ウ エ
④ ⑨ ⑨ ⑥

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］
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 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］

　出題形式については、すべての日程で大問３題構成であり、

多岐選択型マークシート方式である。1が「力学」（配点36点）、

2が「電磁気」（配点36点）であり、3は「熱」「波動」の２分野か

らそれぞれ中問１題ずつの出題（配点28点）となっている。「原

子」からの出題はない。設問数は、1・2が６～９問、3が

４問で、全体で18～20問ほどで構成されている。

　出題内容については、「力学」分野では運動方程式・力学的�

エネルギー保存則・運動量保存則についての出題が多く、

2026年度は非等速円運動や衝突を扱う問題が多かった。年度

によっては単振動がよく出題されている。「電磁気」分野では

コンデンサーや直流回路、電磁場中での荷電粒子の運動がよ

く出題されている。「熱」「波動」分野ではそれぞれ偏りなく、

各テーマから基本的な内容が出題されている。

　問題の難易度については、全体を通して教科書傍用問題集

や市販の標準的な問題集で扱われているような典型問題が多

くを占め、いわゆる難問や奇問は出題されていない。また、

問題文は比較的短く、状況設定がシンプルなものが多い。日

程による難易度のばらつきはなく、どの日程で受験しても有

利・不利は生じないと考えてよいだろう。教科書の内容を正

しく理解できていれば十分に対応できるレベルである。ただ

し、1の「力学」と2の「電磁気」の一部の設問では計算力や思

考力を要する問題が出題されることがあり、他の設問と比べ

るとやや難度が高くなっている。3は、ほぼすべての設問が

比較的平易な問題で構成されている。難度が高くない問題に

ついては、時間切れによってとりこぼすことがないよう、試

験時間の配分には十分気を付けたい。

　高校物理の全範囲（原子分野を除く）から幅広くバランスよ

く出題され、標準的な問題集に掲載されているような、受験

生がよく目にする典型問題が中心である。しかしながら1と

2は難問・奇問こそ出題されないものの、設問数が多く、思

考力や計算力を要求される場面も多い。さらに、前の設問と

連動している問題もたびたび出題され、前問で失点すると、

連なって失点してしまう可能性がある。3の「熱」「波動」の２

分野については、毎年基本レベルの問題で構成され、公式を

暗記していれば正答できるものが多く、また配点に対する問

題数も少ない。

　このような構成の東京工科大学入試に対応するためには、

まずは基本～標準レベルの問題を素早く正確に解き、確実に

正答する力が必要である。そのために、まずは教科書を用い

て公式の丸暗記ではなく公式の成り立ちまでを理解しておき

たい。その上で、市販の標準的な問題集を繰り返し解くこと

により基本事項を徹底的に習得し、さらに問題の流れや解法

の手順を定着させておこう。目標としては、教科書の節末問

題や章末問題がスムーズに解ける実力を目指してほしい。

　以上の学習が終了した後、過去問演習へ移行していく。過

去問演習の意義は、実際の試験問題に触れることにより問題

の難易度や傾向を把握すること、すべての問題を解答するた

めにはどのくらい時間がかかるのかを確認することなどであ

る。また、過去問には物理の理解を深めるような良問も多く

含まれるため、過去問演習を通してさらに実力を強化するこ

ともできる。過去問を解く際には、ただ漫然と問題を解くの

ではなく、試験時間を意識して取り組むことで、どの問題か

ら解答すれば正答率が高くなるか、選択肢から正答を速やか

に選ぶにはどうすればいいかなど、より実践的な戦略を練る

こともできるだろう。

　最終的な目標として、1と2で７割以上の正答率、さらに

3は完答できるようになるまでに仕上げておきたい。以上の

ような学習を地道に積み重ね、合格を手にしてもらいたい。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P17 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P21 掲載／A 日程 （2 月 7 日実施）

化学

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1 化学：無機物質（金属イオンの分離、窒素） 標準
2 化学：有機化合物（炭化水素、アルコールの推定） 標準
3 化学：物質の変化（反応速度、化学平衡） やや易

Ａ日程
1日目

2月7日

1 化学基礎：物質の変化（酸化還元反応） やや難
2 化学：有機化合物（アミノ酸） やや難
3 化学基礎：物質の変化（酸塩基反応） 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1 化学基礎：物質の構成（原子とその構造、化学結合） やや易
2 化学：有機化合物（合成高分子化合物) やや難
3 化学基礎：物質の変化（酸塩基反応） 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1 化学基礎：物質の変化（酸化還元反応）
化学：物質の変化（電気分解） 標準

2 化学：有機化合物（脂肪族化合物） 標準
3 化学：物質の状態（物質の三態、熱化学） やや易

Ａ日程
4日目

2月10日

1 化学：無機物質（金属イオンの沈殿、ハロゲン） 標準
2 化学：有機化合物（芳香族化合物） やや易
3 化学：物質の状態（気体、蒸気圧） やや難

Ｂ日程
2月28日

1 化学基礎：物質の構成（分子）
化学：物質の状態（結晶） やや易

2 化学：有機化合物（芳香族化合物） やや易
3 化学：物質の変化（熱化学）、物質の状態（蒸気圧） やや難

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト
③ ⑦ ⑥ ③ ② ③ ② ⑤ ② ④ ② ① ③ ⑤ ④ ⓪ ③ ② ⑦ ③

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ
⑥ ④ ④ ⑦ ⑥ ⑧ ⑦ ① ④ ⑥ ⑤ ① ④ ⑤

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ
② ⑤ ① ① ⑤ ⓪ ⑧ ① ⑥ ③ ② ① ③ ⑤ ③ ① ⑦ ⑥

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト
① ① ③ ⑦ ① ① ② ② ③ ⑤ ⑧ ③ ⑤ ② ① ② ① ① ③ ①

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト
⑥ ② ③ ④ ④ ③ ① ⑦ ① ② ⑥ ② ⑤ ② ① ⑥ ① ⑨ ⑥ ⑨

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ
⓪ ② ② ⑥ ③ ⓐ ① ② ③ ③ ① ⑤ ② ③ ① ① ⓓ ④

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］
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 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］

　すべての日程で大問数は３題に統一されているが、各大問

は中問に分けられていることが多い。解答数は41～53で、日

程によってばらつきが見られるが、昨年度比で平均解答数は

増加している。出題形式は空所補充形式で、語句・記号・数

値・文字・化学式などを解答群から選ぶマークシート方式に

なっている。

　出題される問題については、基礎～標準レベルが中心だが、

一部、教科書傍用問題集の発展に該当するテーマ（アミノ酸

の電離平衡、逆滴定、ヨウ素滴定）の出題も見られる。大問

ごとの難易度の差が大きい場合もあるので、手のつけやすい

問題から解答していこう。

　大問３題では、理論分野、無機分野、有機分野もしくは高

分子化合物が１題ずつという構成が多い。無機分野は出題さ

れず理論分野が２題のこともあるが、十分な対策は必須であ

る。理論分野では様々な分野から出題されているが、特に出

題が多いのは物質の変化（酸塩基反応、酸化還元反応）、物質

の状態（状態変化、気体の法則、希薄溶液の性質など）につい

てである。化学基礎についての出題も多いので注意が必要で

ある。

　有機分野も理論分野と同様に幅広く出題されている。また、

対策が遅れがちな高分子化合物も大問で出題されることがあ

り、その際は詳細な知識が要求されるので対策しておきたい。�

高分子化合物は苦手な受験生が多い分野なので、しっかりと

基礎的な化合物の構造や反応を押さえた学習をしておきた

い。

　試験時間に対して解答すべきマーク数が多いため、試験中

の時間配分には注意が必要である。また、有機分野や高分子

化合物の計算問題も出題されるので対策しておきたい。

　特定の分野に偏ることなく幅広く出題されるため、ヤマを

張った勉強では対処できない。十分に時間をかけて対策をし

ていこう。奇をてらった出題はほぼ見られないので、教科書

に記載されている原理や法則をしっかり理解して使えるよう

にする、無機物質・有機化合物・高分子化合物についての知

識を正確に覚えるといった一般的な勉強をしていれば合格に

手が届くだろう。前述の通り、一部には難度の高い出題も見

られるので、とりわけ有名テーマ（二段滴定、ヨウ素滴定、

蒸気圧の扱い、浸透圧、緩衝液、溶解度積など）は粘り強く

理解していこう。また、実験をもとにした出題も見られ、そ

の場で操作手順を読み解いていく思考力も要求される。しか

し、場当たり的に問題を解くのではなく、実験の原理・原則

を理解しようと努めていればそうした力も自然とつくはずで

ある。難問を解けるように難度の高い問題集を進めるより

も、標準的なテーマを深く理解した方が合格に近づく。特に、

実験問題では計算の数値が合っていれば良しとするのではな

く、操作の意味を十分に理解しておくことが肝要である。

　得点力を上げるためには問題を実際に解くことが重要なの

で、教科書などで基礎知識を確認しながら教科書傍用問題集

などを並行して解き進めるとよい。出題されている問題は基

本～標準レベルのものが多いので、まずは基本的なものから

マスターしていこう。入試の直前期には過去の入試問題を、

必ず時間を測って解こう。その経験から試験時間に対する問

題数が多いことを実感でき、時間配分に気を付ける能力を養

うことができる。また、過去問を解いた際、解けなかった問

題をしっかりと教科書や問題集に戻って再度確認することが

得点力アップには必須である。過去の出題と類似したテーマ

の問題が出題されることも多いので、できる限り多くの過去

問について、上記の対策を行っていけば合格点には確実に近

づいていく。焦らず自分の出来る範囲から一つずつ学習をし、

分からないところ・覚えていない分野は腰を据えて学習しよ

う。地道な努力が合格への近道である。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P24 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P29 掲載／A 日程 （2 月 9 日実施）

生物

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1 PCR法・集団遺伝学 やや難
2 細胞間シグナル伝達・細胞接着・ミクロメーター 標準
3 呼吸・呼吸商を用いた計算 標準

Ａ日程
1日目

2月7日

1 ウイルスの変異・遺伝暗号・PCR法 やや難
2 バイオーム・光合成曲線・植物ホルモン 標準
3 細胞膜・細胞分画法・細胞接着 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1 生殖・減数分裂・メンデル遺伝・クローンマウス やや難
2 呼吸・呼吸商 標準
3 酸素解離曲線・分子進化・分子系統樹 標準

Ａ日程
3日目

2月9日

1 遺伝子組み換え・PCR法・シーケンス 標準
2 生体防御・ABO式血液型・二次応答 標準
3 細胞の構造・光合成色素・オートファジー やや難

Ａ日程
4日目

2月10日

1 遺伝子発現・選択的スプライシング・PCR法 やや難
2 呼吸・呼吸商を用いた計算 標準
3 自律神経系・血糖調節・糖尿病 標準

Ｂ日程
2月28日

1 系統分類・組換え価・伴性遺伝 やや難
2 生体防御・ABO式血液型・酸素解離曲線 標準
3 筋収縮のしくみ・伝導速度の計算 標準

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
④ ⑦ ① ⑦ ⑤ ⑧ ⑨ ⑥ ① ③

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
③ ② ① ⓒ ⓓ ⑥ ③ ⑤ ① ③ ⓑ ⓪

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ
① ④ ③ ② ④ ③ ① ⑥ ③ ④ ⑦ ⑤ ③ ③ ④ ③

1 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス
③ ④ ③ ⑥ ⑥ ⑤ ② ⑦ ② ③ ⑥ ② ④

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ
⑦ ② ⑦ ④ ③ ⓒ ⑤ ⑨ ① ③ ① ③

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
⑦ ⑧ ⓪ ⑧ ⑤ ⓪ ⑤ ⑦ ⑧ ①

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］
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 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］

　すべての日程で大問数は3題と統一されており、設問形式
はすべてマークシート方式である。各日程で、解答する総マ
ーク数は、34～40であり、試験時間を考慮すると、分量は標
準的である。しかし、計算問題や実験考察問題の一部に難し
い問題が含まれるため、そのような問題で多くの時間を使っ
てしまうと、時間が足りなくなる恐れがあるので注意が必要
である。
　出題された内容は「生物基礎、生物」の全範囲より、マクロ
な視点の問題からミクロな視点の問題までバランスよく出題
されている。出題分野に関する最大の特徴は、すべての日程
共通で、1がバイオテクノロジー分野の少し難しい内容が出
題されていることであり、配点も1が最も高い。したがって、
この分野の対策が最も必要であると言える。現在の生物学は、
ほぼ全分野において遺伝子関連の操作や技術が必須となって
いる。したがって、必然的に入試での出題頻度も高くなる分
野であり、この傾向は多くの大学にも当てはまることなので、
重点的に学習しておくとよいだろう。
　出題形式は、単純な空所補充の知識問題をはじめ、文章選
択問題、計算問題、実験考察問題と多岐にわたっており、受
験生の様々な力を測れる構成になっている。その中でも空所
補充問題の多くは単純な知識問題であるため、多くの受験生
にとって得点源である。一方で、単純な空所補充問題で多く
間違えてしまうと、それだけ合格からは遠ざかることを意味
する。日々の地道な知識の積み重ねが重要と言える。
　同じ知識問題でも意外と得点率が上がらないのが文章選択
問題である。特に知識を問う形での文章選択問題において、
選ぶ文章の個数を限定しない形式で出題されることが多い。
当然だが、このような形式では要求される知識の正確性が増
すので、難度が上がる傾向にある。
　次に、覚えるだけでは対応できないのが計算問題である。
2026年度も多くの計算問題が出題されている。例えば、奨学
生入試2では「ミクロメーター」、Ａ日程２日目1では「メン
デル遺伝」、奨学生入試やＡ日程４日目2では「呼吸商に関す
る計算」、Ｂ日程1では「伴性遺伝」、同Ｂ日程2では「酸素解
離曲線」に関する計算問題が出題されている。その多くが大
学受験における「定番」の計算問題であるが、計算問題を苦手
にしている受験生が多く、一般的に正答率が低い。したがっ
て、このような問題で正解することが合格への近道であると
言える。出題されているのは定番の問題が多いので、普段か
ら計算問題を解く練習をすることが重要である。また、2026
年度に出題された「酸素解離曲線」に関する計算問題は、現行
の学習指導要領では扱いが小さい内容である。恐らく授業で
は扱われなかったという受験生もいたと思われるが、そのよ
うな内容からも出題されている。今後、この傾向が継続する
とは限らないが、「腎臓における尿生成に関する計算問題」や
「酸素解離曲線に関する計算問題」は積極的に学習する姿勢を
持つことが大切だろう。
　また、異なる日程において、同じようなテーマが出題され
る場合もある。前述の「出題分野・テーマ」を見てもらえばわ
かるように、2026年度はPCR法に関する出題が多く見られた。
PCR法は近年では分子生物学において基本操作の一つとなっ
ており、奨学生入試では、その応用である「PCR法を利用して、
DNA量を調べる方法（RT－PCR法）」なども出題されている。
このようなテーマは他大学でも出題例が少なく、演習量の
多い受験生でも初見となった可能性が高い。それ以外にも、�
2026年度は代謝（特に呼吸）分野で似たような出題が見られ
た。したがって、過去出題された問題と類似した問題が出る
可能性も高いので、過去問演習をしっかりと行っておきたい。
　そして、最も対策が難しいのが実験考察問題である。各日
程の1に代表されるように、問題文中で実験が提示され、そ
れに関して解答していく形式の問題が必ず出題されている。
実験内容も難しく、文章やデータを丁寧に読み取ることが求
められるものが多いので、十分に対策しておきたい。
　総合的に見ると、必要以上に難問や奇問が出るわけではな
い。普段の学習量が点数につながりやすい問題が多いので、
是非しっかりと勉強してもらいたい。

　空所補充問題への対策として、ポイントとなるのが解答に

至る時間の短縮である。単純な知識問題で速く・正確に解く

ことができれば、難しい実験考察問題に多くの時間を使うこ

とができる。空所補充問題は、演習を繰り返すことで、その

パターンが見えてくるので速く解けるようになるものであ

る。普段から時間を意識した演習を心がけるとよい。空所で

問われる知識は、基礎～標準レベルのものが多いが、一部難

しい用語も出題されている。教科書の参考欄や発展欄に記載

のある内容からも出題されているので、そのような内容も手

を抜くことなくしっかりと学習しておくとよい。

　計算問題に関しては、自信を持って解けるようになるまで

演習を繰り返すことが重要である。生物の入試で出題される

計算問題というものは、定番の問題であることが多い。した

がって、事前に十分な練習を行っていれば、誰でも正解でき

るはずである。計算問題に関しては同じ問題でよいので、自

信を持って解けるようになるまで何度も解く癖をつけてもら

いたい。

　実験考察問題への対策は難しいが、まずは「慣れる」ことが

重要である。与えられた文章から重要な部分を正しく読み取

り、実験の目的や、結果の意味することを把握する作業が必

要になるが、これは一朝一夕で身に付くようなものではない。

多くの実験問題に取り組んで生物学的思考のパターンを知れ

ば、徐々に正答率が上がるはずである。したがって、まずは

様々な実験問題を解くことを大切にしてほしい。その際、是

非利用してもらいたいのが大学入学共通テストの過去問であ

る。大学入学共通テストはその多くが実験考察問題であり、

生物学的思考を養成するには非常に役立つものである。多く

の受験生は勉強に取り入れていると思うが、ただ解いて、丸

付けして終わりとしてはいけない。不正解の選択肢について

も、その根拠を自分で説明できるようになるまで、しっかり

と復習してもらいたい。また、東京工科大学の実験問題は難

しいものも含まれ、このような問題は記述型の入試問題で出

題されることが多い。自分が受験する大学がマークシート方

式の大学だけであったとしても、国公立などの記述の問題に

も積極的に取り組んだ方がよいだろう。

【出題傾向】 【学習対策】
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【出題分野・テーマ】

【解答】 P46 掲載／奨学生入試 （1 月 27 日実施）

【解答】 P41 掲載／A 日程 （2 月 8 日実施）

国語

入試日程 問題番号 出題分野・テーマ 難易度

奨学生入試
1月27日

1 漢字問題 標準
2 塚田修一『「重ね描き」された国道十六号線』 標準
3 山内一也『ウイルスの意味論』 標準

Ａ日程
1日目

2月7日

1 漢字問題 標準
2 大野晋『日本語の水脈　日本語の年輪　第二部』 やや難
3 手代木陽『近代自然科学と人間の自然支配』 標準

Ａ日程
2日目

2月8日

1 漢字問題 標準
2 大治朋子『人を動かすナラティブ』 標準
3 千葉聡『ダーウィンの呪い』 やや難

Ａ日程
3日目

2月9日

1 漢字問題 標準
2 杉田敦『自由とセキュリティ』 標準
3 小林保彦『広告、もうひとつの科学。』 やや難

Ａ日程
4日目

2月10日

1 漢字問題 標準
2 小松和彦『鬼と日本人』 標準
3 西村和雄『西村和雄の有機農業原論』 標準

Ｂ日程
2月28日

1 漢字問題 標準
2 西垣通『超デジタル世界』 標準
3 山極壽一『共感革命　社交する人類の進化と未来』 やや難

1 ア イ ウ エ オ
② ① ④ ① ③

2 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ
④ ③ ② ⑤ ④ ③ ⑤ ④ ⑥

3 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ
⑤ ⑤ ② ③ ① ④ ⑤ ③ ② ④ ④

1 ア イ ウ エ オ
② ② ⑤ ④ ⑤

2 ア イ ウ エ オ カ キ
④ ⑤ ② ① ② ① ⑤

3 ア イ ウ エ オ カ キ
④ ① ⑤ ④ ② ⑤ ③

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］



― 63 ―

 全グループ［奨学生入試／A日程／B日程］

　2023年度までは大問２題だったが、2024年度からは大問３

題の構成となっている。1は漢字の知識を問う問題で５つの

設問、2と3は文章読解問題で、それぞれ６つの設問（問１

～６）からなる。日程ごとの総解答数は、奨学生入試が25、

Ａ日程１日目が18、同２日目が19、同３日目が18、同４日目

が27、Ｂ日程が19であり、多少ばらつきがあるが、どの日程

も試験時間内に解答できる分量と言える。配点は1が15点、

2と3は「43点と42点」のように合計85点になるように配分さ

れており、全問で合計100点満点である。設問タイプとして

は、ほぼ必ず出題されるのが、漢字の知識・意味段落の把握・

空所補充（接続詞や副詞・評論用語・慣用句）・傍線部解釈・

傍線部理由・内容一致・脱文補充などであり、日程によって

出題される可能性があるのは、文の並べかえ・文章の主題把

握などである。解答の形式は全問選択（マークシート）式であ

る。選択式であるため記述式より易しく見えるかもしれない

が、中には「適当でないもの」や「合致しないもの」を選ばせる

問題もあるので、設問文を読み違えないように注意する必要

がある。

　出題される文章ジャンルは評論文が中心であり、2026年度

の入試では小説の出題はなかった。内容面では、自然科学系

テーマの評論文と人文・社会科学系テーマの評論文が１題ず

つ出題されることが多い。2026年度に出題された自然科学系

テーマは、生命の定義と生物の分類、機械論的自然観と技術

的関心、道徳的判断への遺伝子の影響、自然科学と社会科学、

有機農業の難しさ、言葉以前のコミュニケーションなどであ

り、人文・社会科学系テーマは、地域の風景から読み取れる

社会構造や歴史、時代を象徴する日本語、社会情動スキルの

重要性、自由とセキュリティの関係、「鬼」概念の歴史、リベ

ラル民主主義の退潮などである。注意すべきは、用語・論理

展開において抽象度の高い文章が出題された場合、難易度が

高くなる傾向があるという点である（Ａ日程１日目2、Ａ日

程２日目3、Ａ日程３日目3、Ｂ日程3、など）。

　いわゆる難問や奇問といった出題は見られず、受験生の基

礎的な知識と読解力を問う出題内容となっている。しかし、

本文を流し読みして解答を導き出せるような安易な問題では

なく、本文の内容を正確に読み取ることが求められている。

特に前述の「抽象度の高い文章」は語彙も難解であり、かなり

の集中力をもって読まなければならない。その上で、選択肢

を慎重に吟味していくことになる。日々の学習の中で、語句

の意味を正確に理解し、文章の論理展開をつかんだ上で、全

体の主旨を読み取る力を身に付けていきたい。また、漢字問

題はどの日程でも必ず出題されている（解答数は５）。短文か

らなる選択肢から、傍線部と同一の漢字を用いるものを選ぶ

という形式なので、語彙力も問われる。

　第一に、２つの大問で出題される評論文を正確に読解でき

るようにしておくことが絶対条件である。普段から幅広く

様々なテーマの文章に触れ、自分でも思考しながら読むこと

が大切である。前述したように「抽象度の高い文章」の出題も

あるので、特に意識して多く触れるようにしてもらいたい。

例えば、現代の科学技術・社会制度・現代人の心理といった

テーマについて「何が問題となっているか」をある程度知って

おくと、評論文の内容を予想しながら読むことができるよう

になる。具体的には、評論文のような論理的文章の読解では、

文章を要約するつもりで段落ごとのキーセンテンスを押さえ

ながら論理の流れを捉えていき、最終的に文章全体の構造を

つかむ、という手順で訓練を重ねていくとよい。部分部分の

論旨を正確につかめば、傍線部解釈問題や空所補充問題にお

いて正解を導き出せる。文章全体の構造と筆者の主張を正確

につかめば、内容合致問題や主旨選択問題において正解を導

き出せる。

　第二に、知識問題対策である。全日程で必出の漢字問題は

例文中の傍線部と同じ漢字を使用する語句を選ぶという形式

であるため、文脈に合った正しい語句を見極める語彙力が求

められている。また、2や3で出題される知識問題は選択肢

に出てくる評論用語の意味を知らなければ当然正解を導くこ

とはできないので、まずは高校レベルの漢字の問題集を１冊、

徹底的に繰り返して基礎的な語彙力を養うべきである。その

上で、漢字以外の知識問題に対応する訓練に進むのがよい。

語句の意味問題（評論用語・慣用句）、2026年度は出題されな

かったが過去に出題された表現技法問題（記号や比喩の効果）

や現代国語文法（助詞の識別・敬語）の問題などを扱った問題

集を使うとよいだろう。

　第三に、どういった問題集や参考書を使うべきかについて。

まずは過去問を解いてみることが重要である。過去問演習で

分量・難易度などの傾向をつかんだ上で、かつての大学入試

センター試験の第１問、もしくは同傾向の私大入試用（マー

クシート方式）の問題集などを活用するとよいだろう。

　最後に、他の科目と同様に、国語においても継続的な学習

が重要になるのは言うまでもない。受験勉強には十分な時間

が必要であり、また労力を惜しんではならない。知識問題で

ない限り正解の根拠は必ず本文中にあるので、正解・不正解

の根拠を文中に探しながら、時間をかけて丁寧に問題を解く

ことが大切だ。スピードアップの練習は直前期に行えば十分

である。また、読み方のわからない漢字や意味のあやふやな

語句に出会ったら、必ず辞書で確認するようにしてほしい。

このようにじっくり取り組んでいくことこそが、合格への最

善のルートである。努力は必ず報われると信じて、確実に演

習を積み重ねていってもらいたい。

【出題傾向】 【学習対策】
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